


































































































































































































































 中  ：壷を持つ弟の浅川巧


































年）に、柳が「宗教の究竟性と科学」（1921 年 5 月）
及び「歴史と宗教」（1922 年 10 月）と題する優れた宗
教哲学的論考を寄稿している点も看過しえない。
　さらに、『月刊民藝』の「信仰と民藝」特集号（第






















と工藝」（『月刊民藝』第 30 号 1941 年 9 月）と題して、
また『工藝』の「中世基督教芸術」特集号（第 109 号




































































てもよいだらう。」（『工藝』第 44 号、7 頁）





































































両国橋教会に通うようになり、そこで 23 才の 1921 年
に洗礼を受けている。そして伝道者への献身の思いを




































































第 45 号 59 頁）と描写している。外村は、この葛布織
りの作品をいくつかの展示会に出品し、また 1936 年に
開館した日本民藝館大広間の壁面を引受けて織り、さ
らに雑誌『工藝』の 49 号から 60 号の表紙も飾っている。





































































1948 年新潟県に生まれる。1973 年青山学院大学文学部神学科卒業。1980 年、関西学院大学神学研究科博士課程修了。1980-82 年、ミュンヘン大学
神学部留学。1995 年、ベルン大学神学部客員研究員。博士（神学）。現在、関西学院大学神学部教授、関西学院大学キリスト教と文化研究センター長。
日本基督教団正教師。世界教会協議会（WCC）信仰職制委員（2006 年まで 15 年間）。日本キリスト教協議会宗教研究所理事。日本基督教学会理
事。著書に『現代の聖餐論：エキュメニカル運動の軌跡から』（日本基督教団出版局 1997 年）、『総説実践神学Ⅰ、Ⅱ』（共編著、日本基督教団出
版局 1989、1993 年）、『講座現代キリスト教倫理Ⅰ : 生と死』（編著、日本基督教団出版局 1999 年）、"Faith and Order at the Crossroads", WCC-









グレゴリオ聖歌 Gregorian chant を
記した洋皮本の一頁
『工藝』第 109 号
挿絵　聖母受胎告知（木版画）
天使ガブリエルが聖母マリアに
イエスの降誕を告知する場面 渡辺禎雄　版画「奇跡の大漁」
